
⼈権を基盤とした実践スタンス

ジェンダーの理解がキーコンセプト

セクシュアリティの基本として「多様性」の尊重

 〜 国�基�の性��をこどもたちへ 〜 
乳幼児期から高齢期まで人生におけるさまざまな課題に向き合う

おうちでの『性教育』ワークショップ 

N P O  使い�て時代 ��� を える�

 「思�期のこどもたちへの性��」

    ゲスト����郎�（����⾃由�� �����）
東�都東久留⽶�にある�立101年⽬を�える����⾃由��では、�年度より�たに男女共�となり、�々な
カリキュラムの中でも����を⼤事にしています。そのひとつでもある「性��」にどのように�り�んでいるの
か、思�期のこどもたちの現状や�わり�、��ではどう�していくとよいかなどを��者と共に�し�います。
（zoom��100�まで��可）

お申込み・お問合せ：使い捨て時代を考える会事務所( 京都市下京区筋屋町141)
                           TEL：075-361-0222　                     peatixにて受付中 →
　

会場：京都市男女共同参画センター

12/1（日）13：30～15：00

ジェンダーカフェシリーズ　

参加費 : ５００円
定員：２５名（先着順/キャンセル待ち有）
対象：

託児は
ありませんが

お子さん連れで
どうぞ

　　アクセス地図
　一般来館者用の駐車場はありません
　公共の交通機関でお越し下さい

（京都市中京区東洞院通六角下る）

主催：ＮPO法人  使い捨て時代を考える会
　 　  京都で１９７３年に発足した会。地球環境問題をはじめとする様々な社会問題に取り組む。
共催：（公財）京都市男女共同参画推進協会

人権、ジェンダー平等、多様性に基づいた『国際セクシュアリティ教育ガイダンス』を指針として、家庭での
性教育が大切と考え、本シリーズを行います。家庭でどのように子どもと性教育に向き合えるか、どのような
教育ができるかを、ゲストをまじえた参加者との対話形式で考えるワークショップを行います。全5回

ウィングス京都2階　

子育て中・子育て予定の方、学生、教育関係者など性教育に関心がある方どなたでも

 「性とジェンダーの��性 アメリカから」
     ゲスト��久間����（コラムニスト�ニューヨーク在�）
「セクソロジーと���動 性とジェンダーの��性と��性」
2020年代のアメリカ���動に⾒るフェミニズムと、LGBTQ＋、�種マイノリティ、��の�動との��性の
必�性と現状についてお�きし、ワークショップを�して⼤�の性について�えます。
（zoom��100�まで��可）

12/7（土）13：30～15：00

12/1　ビデオシアター
12/7　セミナー室A

＊zoom参加は100名まで

＊zoom参加は無料



www.tukaisutejidai.com

 使い捨て時代を考える会

N P O  使い�て時代 ��� を える�

プログラム
　　　講演　平賀緑さん
　　　　　「食べものから考える共〈コモン〉の仕組み」
　　　ミニトーク　山本奈美さん
　　　　　「選べないことを選ぶ食べかた」
　　　この指とまれ座談会　

作るひと、運ぶひと、食べるひとがホンネで語り合う
 メンバー；平賀緑さんと生産者＆安全農産供給センター＆会員　

 (司会) 山本奈美さん

参加費　500円（こども・学生無料）
申込不要　子連れ参加OK

（親子で一緒にいられる「こども室」もあります）

  ツカジダ会員募集中！！
モノを使い捨て、ヒトを使い捨て、、、に象徴されるこの時代を問い直そうと1973年に京都に設立された会です。
食・農・健康・環境問題・SDGs・有機農業生産者支援・子育て支援などなど様々な活動に取り組んでいます。

①　様々なイベントに会員価格で参加できます　②　イベント参加費が1回無料になる優待券の進呈　③　新入会員懇親会（有機野菜料
理の食事会）ご招待　④　月刊誌「あんてな」のお届け（送料無料）　⑤　会員限定メールニュースにて最新情報をお届け　
⑥　アンテナショップ「ふっと」にて安全農産供給センターの取扱品が会員価格にて購入可能に　
⑦　安全農産供給センターの供給可能に（ただし、供給範囲外は要相談・供給会員登録費用等別途必要）
　　

ツカジダ（NPO��使い�て時代を�える�）とは�

�員になると�

イベントなど詳しくはHPやインスタのお知らせでご確認ください。

平⽇ 10:00-15:00営業時間

NPO法⼈使い捨て時代を考える会
075-361-0222

ご予約・お問い合わせはこちら

使い捨て時代を考える会 50周年記念企画

この⾷と農が未来を変える
  〜コモンズとしての⾷〜

   11⽉23⽇(⼟) 14：00〜16：30�

ひと・まち交流館 ⼤会議室�
�（京都市下京区梅湊町83-1)

　　　　世界倉庫（京都市下京区富小路通高辻上ル筋屋町144）

水俣病は高度成長期に起きた悲惨な公害です。1950年代の確認以来、被害者は長い間、認定
や賠償を巡って国・県・チッソと�烈な闘いを繰り広げてきました。病に苦しみながらも闘
わないと、切り捨てられ、何ごともなかったようにされてしまうからです。認定を巡る裁判
は75年もたった今でも続いています。経済発展優先は真実を隠蔽し、被害者を心身ともに痛
めつけ続けてきました。この事実は忘れてはならないこと、次世代へ語り継がなければなら
ないことです。

お申し込みはこちら


